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データ通信について 

ここでは、データ通信のお態やご利用時の留意点に 
ついて説明しまず。 


利用でをる通信形態は、パケット通信、 64 K データ 
通信、データ較送の3つに分類されます。 

• パソコンと接続してパケット通信や已 4 K データ 
通信を斤ったり、電話帳などのデータをバック 
アップしたりするには、本巳 D - ROM よりソフト 
のインス!-ールや各種設定を行ラ必要びありま 
す。 

• FOMA 端末は FAX 通信に対応していません。 

• ドコモの PDA 、 musea や si 吕 maiion n と接続し 
てデータ通信を行う場合は、 musea や sigmarion 
口をアップデートしてご利用<ださい。アッフデー 
卜の方法などの詳細は、ドコモのホームページをご 
覧ください。 

パヶット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、^一 
ルの送受信など、比較的かないデータ量を高速でや 
りとりするのに適しています。ネットワークに接続 
していてち、データのを受信を行っていないとをに 
は通信料びかからないため、ネットワークに接続し 
たまま必要なとさにデータを送受信するといラ使い 
かたびでをます。 

ドコモのインターネット接続ヴービス mopera U や 
mopera など、 FOMA のパケット通信に対応したア 
クセスポイントを利用して、受信最大 384 kbps 、 
送信最大日 4 kbps の高速パケット通信びでさます。 
通信環境や混雑状況の影響により通信速度び変化す 
るベストエフオートによる提供です。 

画儘を含むホームページの閲覧、データのダウン 
□ードなどデータ量の多い通信を行った場合、通信 
料び高額にな0ますのでご注意ください。 

巨 4 K データ通信 

64 kbps の安定した通信速度でデータを送受信でを 
ます。データ量に関係なく、ネットワークに接続し 
ている時間の長さに応じて課金されるため、マルチ 
メディアコンテンツのダウン□ー ドなど、比較的 
データ量の多いを受信を行ラのに適していまず。ド 
コモのインターネット接続サービス mopera U や 
mopera など、 FOMA 日 4 K データ通信に対応したア 
クセスポイント、またはに DN 同期目 4 kbps のアク 
セスポイントを利用します。 


データ畦送 

データを転送したり交換したりで定ます。課金は発 
生しません。データ I 」ンクソフトを利用して電話帳 
や送受信^ール、ブックマークなどの各種データを 
送受信します。 


インターネットサービスプ□パイダの利用 
料について 

パソコンからインターネットを利用する場合は、通 
萬ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ 
(し处降プ□バイダ）に対する利用料び必要でず。この 
利用料は、 FOMA サービスの利用斜とは別に直接プ 
□バイダにお支払いいたださます。利用料の詳細は、 
ご利用のプ□バイダにお問い合わせ<ださい。 

• ドコモのインターネット接続サービス m 叩 era U 
や mopera びご利用いただけます。 
mopera U はお申し込みび必要な有料サービスで 
ず。使用した月だけ月額使用料がかかるプランち 
利用でをます。 FOMA 端末でのインターネット接 
続には、ブロードバンド接続オプションや国際 
□一 S ングなどに対応した mopera U のご利用を 
おすずめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使用料は無 
料でず。今ずぐインターネットに接続したい方に 
便利なサービスでず。 

接続先（プ□パイダなど）について 

パケット通信と 64 K データ通信では接続先び異な 
ります。パケット通信を行ラと走はパケット通信巧 
応の接続先、已 4 K データ通信を行ラとさは FOMA 
目 4 K データ通信、またはに DN 同期日 4 kbps 対応 
の接続先をご利用ください。 

• 円 AFS などの PHS 64 K /32 K データ通信や DoPa 
のアクセスポイントには接続でをません。 

ネッ S ワークアクセス時のユーザ認証について 

接続先によっては、接続時にユーヴ認証びお、要な場 
合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイ 
ヤルアップネットワークで ID とパスワードを入力し 
て<ださい。 I □とパスワードはプ□パイダまたは接 
続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細 
は、プ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者 
にお問い合わせください。 




パソコンのブラウザを利巧してのアクセス 
認証について 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で 
FirstPass (ユーヴ証明書）が必要な場合は、本 CD - 
ROM から FirstPass PC ソフトをインストールし、 
設定してください。詳細は本 CD - ROM 内の 
fFirstPassManualJ を参照してください。 

I FirstPass PC ソフトの動作環境 


項目 

お要環境 

バソコン本体 

PC/A 下互換機 

0S 语日本語版） 

Windows 日 8SE 、 Me 、 2000、 XP 

必要メモリ※ 

Windows 日 8SE 、 Me、 2000 
: 32M 日な上 

Windows XP : 128M 巨け上 

A- ドディスク 
容量-》 

10MB が上の空さ容量 

ブラウザ 

Microsoft® Internet Explorer 已.已 
政上 


※：パソコンのシステム構成によって異なる場を 


びあ0ます。 

パケット通信および 64 K データ通信の条件 

FOMA 端末で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

• FOMA US 巨接続ケープル（別売）に対応したパ 
ソコンであること 

• FOMA サービスエ IJ ア内であること 

• パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA 
のパケット通信に対応していること 

• 64 K データ通信の場含、接続先び FOMA 已 4 K デー 
夕通信、または侶 DN 同期已 4 kbps に対応してい 
ること 

ただし、上記の条件び整っていてち、基地局び混雑 
していたり、電波状況び悪かったりする場合は通信 
でさないことびあ0まず。 


■ データ通信の用語集 

• APN (Access Point Name) 

パケット通信で接続するプ□バイダや社内 
LAN を識別する艾字列。たとえば 、 mopera 
U は 「m 叩 era . net 」 び APN となります。 

• cid (Context Identifier; 

パケット通信の接続先 （ APN ) に対応して、 
F 曰 K / IA 端末に登録した APN に割り当てられ 
る登録番号。 FOMA 端末では1から]日まで 
の10件び使えまず。 

• DNS (Domain Name System) 

ドメインネーム（例： mopera . net ) を、コ 
ンピュータで使ラ IP アドレスに変換するシ 
ステムのこと。 

• OBEX (Object Exchange) 

データ通信の国隙規格の1つ。 OBEX に対応 
している携帯電話、パソコン、デジタルカメ 
ラ、プ U ンタなどの間で、データの送受信び 
でをます。 

• QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーヴの意図どお 
りに、回線を利用するための技術。 FOM 冉端 
末では、接続するとをの通信速度などを設定 
でをます。 

• W-TCP 

F 曰 M 冉ネットワークでパケット通信を行ラ 
際に、 TCP / IP の伝を能力を最大限に生かす 
ための TCP パラメータ。 FOMA 端末の通信 
性能を最大限に活用するには、この通信設定 
び必要です。 

• 管理ち権限 

Windows XP . 20日日を使用するときに、 
曰 S のシステムなどすべてにアクセスできる 
権限のこと。]台のパソコンに最な]人は、 
パソコンの管理者権限を持つユーヴび設定 
されています。通常、パソコンの管理者権限 
びなレユーザは、ドライバやソフトなどのイ 
ンス I -ール/アンインス I -ールがでをませ 
/u 。 
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データ通信の準備の流れ 

パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通信お 
よび 64K データ通信を利用ずる場合の華備につい 
て説明しまず。 

次のよラな流れになりまず。 



通信設定ファイル（ドライパ）について 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を巧う 
には、通信設定ファイルをインストールする必要び 
あります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA PC 設定ソフトをインストールすると 、 FOMA 
端末とパソコンを接続してデータ通信を行ラために 
必要なさまざまな設定を、簡単な操作で行えます。 


動作環境の確認 

通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、 
次の動作環境でご利用 < ださい。 


頂目 

必要環境 

バソコン本体 *1 

PC/AT 互換磯 

OS ( 各日本語版） 

Windows 日 8 、 Me 、 20 日 0、 XP 

必要 メモリ※ 2 

Windows 白 8 、 Me: 32M 臣凹上 
Windows 2000 : 巨 4M 巨け上 

Windows XP : 128M 目け上 

A- ドディスク 
容量-》 2 

已 M 巨な上の空舌容量 


《1: USB 接続の攝含は、 US 巨ポート （ US 己仕様 
].1/2.0 に準拠）び必要です。 

《2 : 「FOMA PC 設定ソフト」の動作環境です。パ 
ソコンのシステム構成によっては異なる場含 
びあります。 

• 動作環境によってはご使用になれない焉台びあ0 
まず。また、上記の動作環境外でのご使用によ 
る問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を 
負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• データ通信の説脚ま、まに Windows XP での操作 
方法を例にしていまず。他の 0 S では画面の表示 
び異なる場合びあります。 

インス I ル/アンインス I -ール前のま意点 

• Windows XP 、 2000で通信設定ファイルや FOMA 
PC 設定ソフトのインス I -ール/アンインス I -ール 
を巧ラ場をは、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーザで巧ってください。それな外のユーザで巧ラ 
とエラーにな0ます。パソコンの管理者権限の設定 
操作については、各パソコンメーカやマイク□ソフ 
卜社にお問いをわせ < ださい。 

• 操作を始める前に、穗動中の他のプ□グラムびな 
いことを確認して<ださい。穗動中のプ□グラム 
びある場合は、プ□グラムを保存、終了してくだ 
さい。 

• パソコンの操作方ま、管理者権限の設定などにつ 
いては、パソコンの取扱説明書を参照してくださ 
い。 
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パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で 
接続してください。 

•初めてパソコンに接続する攝をは、あらかじめ通 
信設定ファイル（ドライバ）をインストールして 
ください。一 P 4 


• FOMA US 巨接続ケーブルは別売りです。 

FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末側 
を FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 

2 FOMA USB 接続ケーブルのパソコン側を 
A パソコンの US 巳コネクタに差し込む 

• 通信設定ファイルのインストール前にパソコン 
に接続した場をは、 FOM 冉 USB 接続ケーブル 
び差し込まれたことを自動的に認識してドライ 
バび要求され、ウィヴード画面び表示されます。 
その場含は、 FOMA 端末を取0がし、ウィヴー 
ド画面で[キわンセル]をク U ックして、終了 
して < ださい。 



• パソコンと FOMA 端末び接続されると 、 FOMA 
端末の画面に$び表示されまず。 


取りがしかた 

I FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末側 
■ のリリースボタンを押し（①）、 FOMA 端 
末か目引き抜く（@) 



パソコンか5 FOMA US 巨接続ケーブルを 
引を巧く 


お巧]6せ 

• データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルをが 
さないで < ださい。 


通信設定ファイル（ドライバ）をイ 
ンス I ルずる 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を巧ラ 
には、通信設定ファイルが必要でず。使用ずるパソ 
コンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、インス 
I ルしておきまず。 


• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をお読みください。 ^ P 3 

<例> Windows XP にインス I ルずるとき 

1 CD-ROM をパソコンにセットずる 

FOMA 端末は操作1〜3を行った後にパソコン 
に接続してください。 

2 [スタート]^「ファイル名を指定して実 
行 J をクリックし、「名前 J に「く CD- 
ROM ドライブ名> : ¥USBDRIVE¥ 
FSSliESi.exeJ と入力してにのをク 
リックずる 

• CD - ROM ドライプちはお使いのパソコンによっ 
て異な0ます。 







3 [はい]をクリックずる 



A FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッ 
1 セージが表示された5、 FOMA 端末をパソ 
コンに接続ずる 

インストール中の画面表示後に自動的に完了し 
ます。 

• FOMA 端末は電源の入った状態で接続してくだ 
さい。 

接続方法^ P 4 

• インス!-ールされたデパイスの種類とデパイ 
ス名を確認して<ださい。已 


お巧]6せ 

• インス I -ールには数分かかる場合びあります。 

• Windows を再起動する旨のメッセージび表示 
された場台は、画面の指示に従い再起動して< 
ださい。 

• 通信設定ファイルをインストールする前にパ 
ソコンと FOMA 端末を接続ずると、自動的に 
別のドライバびインストールされてしまラ場 
合びあります。その場合、操作2でアンインス 
I -ールする必要びある旨の^ッセージび表示 
されまず。画面の指示に従ってアンインス!-一 
ルを行った後、もう一度通信設定ファイルをイ 
ンストールしてください。 

•何らかの原因により、パソコンび F 曰 MA 端末 
を認識でをなくなった場台は、通信設定ファイ 
ルをアンインス I -ールし、をラー度インス I -一 
ルしてください。 


• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない 
場を、設定および通信はでをません。 

^ lJ>Windows XP で確認ずるとき 

1 [スタート] 一「コント□—ルパネル」一 
I [パフォーマンスとメンテナンス]アイコ 
ツー [システム]アイコンをクリックずる 

「システムのプ□パティ」画面び表示されます。 

■ Windows 200日、 Me 、 日8のとき 


2 [八ードウエア]タブをクリックし、[デバ 
A イス マネー ジャ]をクリックずる 

「デバイスマネージャ」画面び表示されます。 

■ Windows Me 、 目8のとき 

[デバイスマネージャ]タブをクリックずる 

3 各デバイスをダブルクリックし、インス 
トールされたデバイス名を確認ずる 

インストールしたデバイス名びすべて表示され 
ていることを確認しまず。 


デ A ’ イスの種類 

デバイスち 

ポートに 0 M / LPT ) 
または （ COM と LPT ) 

• FOMA FSSliES Command 
Port に日 Mx) 《 1 

• FOMA F881 ES OBEX Port 
に曰 M) 〇※ 1 

モデム 

• FOMA FSSliES 

ユニバーサルシリア 
ルバスコント□-ラ 
または USB 
{Universal Serial 
Bus ) コント□—ラ 

• FOMA FSSliES 

• FOMA FSSliES Command ^ 

• FOMA F881ES Modem & 2 

• F 日 MAF881 作 SO 日 EX&2 


:X はパソコンの環境により、異なった数字び 


表示されまず。 

《2 : Windows Me 、 98の場をのみ表示されまず。 


アンインス I -ールは、パソコンで FOMA 端末び正し 
<認識されない場合や、 FOMA 端末を接続してデー 
夕通信を行ラ必要びなくなったとをなどに行いま 
す。 

• 操作の前に、必ず「インス I -ール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をお読みください。 - P 3 
• アンインス!-ールを実行する前に、必ずパソコン 
から FOMA 端末を取り外してください。 

<例 〉 Windows XP でアンインス I ルずるとき 

1 [スタート] 一「コント□—ルパネル」一 
[プログラムの追加と削除]アイコンをク 
リックずる 

■ Windows 2000、 Me 、 日8のとき 

[スタート] 一 r 設赴一「コント□—ルパネル」 
をクリックし、[アプリケーシヨンの追加と削除] 
アイコンをダブルクリックずる 


[スタート] 一「設定」一「コント□ールパネル」 
をクリックし、[システム]アイコンをダブルク 
リックずる 















2 [FOMA FSSliES USBJ を選択し、[変 
A 要と削除]をクリックずる 



3 削除ずるプ□グラム名を確認し、[はし 1] を 
クリックずる 

通信設定ファイルのアンインス I -ールを開始し 
ます。 

4 [OK] をクリックずる 


お巧 16 せ 

• インス I -ールに失敗したとを、または操作2の 
画面に 「 F 日1\/1冉 FSSliES USBJ び表おされて 
いないときは、 P 4 「通信設定ファイル（ドライ 
パ）をインス I ルする」の操作]〜2を行い、 
アンインストールを実行してください。 

• Windows Me 、 目8では通信設定ファイルの 
アンインス I -ール後、すぐにインストールし直 
してデータ通信を行ラと、パソコンなどの環境 
によっては正しく通信でをない場合びありま 
す。その場台は 、 FOMA USB 接続ケーブルを 
一度扳さ差ししてからデータ通信を行ってく 
ださい。 


FOMA PC 設定ソフトを利用して通 
信する 

FOMA PC 設定ソフトを利用ずると、簡単な操作で 
バケット通信や巨 4 K データ通信が巧えまず。 

FOMA PC 設定ソフトでは;欠の設定がでをます。 

かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 F 曰 MA データ通信用 
ダイヤルアップの作成」を行い、同時に W - TCP 設定 
などを行います。 

W - TCP の設定 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設 
定を最適化します。通信性能を最大限に活用するに 
は、 rw - Tcp 設定」による通信設定の最適化び必要 
です。 

接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行ラ際に必要な「接続先 （ APN ) の 
設定」を行います。 


パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異な 
り、通背の電話番号は使用しません。あらかじめ接 
続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先 
名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続先電話番号 
欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の] 
には m 叩 era に接続するための冉 PN 「 mopera . ne . 
jp 」 び、3には mopera U に接続ずるための冉 PN 
rmopera . net 」 び登録されていますが、その他のプ 
□バイダや社内 LAN に接続ずる場合は APN 設定が 
必要です。 


• N 2001、 N 2002、 P 240 K P 2002、 F 2 巨]1、 
T 21 01 V 添付の rW-TCP 環境設定ソフト」および 
「 FOM 冉データ通信設定ソフト」、日日 liS シリーズ 
より前に発売された FOMA 端末に添付の 「FOMA 
PC 設定ソフト」をインス I -ールされている攝をは、 
あらかじめそれらのソフトをアンインス!-ールし 
て < ださし、 

• 操作の前に、必ず「インス I -ール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をお読みください。 ^ P 3 
•「FOMA PC 設定ソフト」は、データ通信対応の 
すべての FOMA 端末で利用でをます。 

〈例> Windows XP にインス I ルずるとき 

I CD-ROM をパソコンにセットずる 

9 [スタート] 一「ファイルちを指定して実 
行」をクリックし、「を前 J に「く CD- 
R0M ドライブち>: ¥FOMA_PCSET¥ 
SETUP.EXEJ を指定し、 [OK] をクリッ 
クずる 

• CD - ROM ドライプ名はお使いのパソコンによつ 
て異な0ます。 

3 [次へ]をクリックずる 

^ FOMA PC 設定ソフトの使用許語契約び表おさ 
れます。 

A 内客を確認の上、契約内客に同意ずる場合 
は[はい]をクリックずる 

[レいえ]をク U ックすると、インス!-ールを中 
止します。 















C 「タスクトレイに常駐ずる J が選択されてい 
ることを確認し、[次へ]をクリックずる 

セットアップ後、タスクトレイに rw - Tcp 設赴 
び常駐します。 - P 13 

• rw-Tcp 通信」の最適化の設定、解除を操作す 
る機能です。常駐をおすすめします。 

• インストール禮に常駐の設定は変更でさまず。 



A インストール先を確認し、[次へ]をク 
U リックずる 

• 変更する場をは[参照]をク U ックし、任意の 
インストール先を指定してじ欠へ]をクリック 
します。 

7 「プ□グラムフオルダ」のフオルダ名を確 
認し、[巧へ]をクリックずる 
•変更する場をはフオルダ名を入力し、[なへ] 
をク U ックしまず。 



Q [完了]をクリックずる 

「 FOVI 冉 PC 設定ソフト」び起動します。 
• このまま各種設定を始められます。 



FOM 冉 PC 設定ソフトのかんたん設定では、表おさ 
れる内容に従って選おや入力を進めてい<と、簡単 
に FOMA 用ダイヤルアップを作成でさます。 

• 設定する前に FOMA 端末とパソコンび正しく接続 
されていることを確認してください。 ^ P 4 

<例 > Windows XP で設定ずるとき 

I [スタート] 一「ずべてのプ□グラム」 

I (Windows XP むがの 0 S の場合は、「プ 
□グラム J ) 一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択し 、 「FOMA PC 設定ソフト」 
をク IJ ックずる 

「 FOM 冉 PC 設定ソフト」び起動しまず。 



mopera U / mopera を利巧ずる場合 

• その他のプ□バイダを利用する場合目 

I FOMA PC 設定ソフトを起動し、[かんた 
ん設定]をクリックずる 

2 「パケット通信 J を選択し、じ欠へ]をク 
リックずる 


















































O 「『 moperaU 』 への接続 J または 
^ rrmoperaj への接続」を選択し、[次へ] 
をク IJ ックずる 

• mopera U はお申し込みび必要な有料サービス 
です 。 「『mopera U 』 への接続」を選択し、じ欠 
へ]をク U ックすると、ご契約の確認:><ッセー 
ジび表示されます。[はい]または[いいえ]を 
ク1」ックしてください。 



4 FOMA 端末設定取得画面で [0 K ] をク 
リックずる 

FOMA 端末から「接続先 （ APN ) 情報」を取得 
しまず。しばらくお待ちください。 

5 「接続名 J に任意の接続名を入力し、[次 
へ]をクリックずる 

• 次の記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/: キ ?!<> I " 



A [次へ]をクリックずる 

• 「ユーヴーち」「パスワード」は空欄でちかまいませ 
Aj 。 

• ご使用の os び Windows XP 、 2000の場合 
は r 使用可能ユーザーの選択」を設定して < だ 
さし 、。 Windows Me 、 目8の場含は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 



7 「最適化を行ラ J が選巧されていることを 
確認し、[次へ]をクリックずる 

• すでに最適化されている場合、この画面は表示 
されません。 



Q 「設定情報 J を確認し、[完了]をクリック 
W ずる 



0 [0 K ] をクリックずる 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要びありまず。再起動する旨のメッセー 
ジび表おされた場台は[はしリをク U ックして< 
ださい。 

• すでに W - TCP 設定び最適化されている場合は、 
再起動する必要はありません。 

• 通信を実行する^ P 11 
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その他のプ□バイダを利巧ずる場合 


• mopera U / mopera を利用する場を一 P 7 

1 P 7 の操作1〜4を行ラ 

操作3の接続先は「その他」を選おしまず。 


かんをん設定 


巧巧方まの巧巧 
巧 P 枫閒情 

バウットぶ化、溃 i 巧 
S に応じて巧ま雜 f を; 

广 64 K デー巧 1 悟 

み’—が W きけほ曲 I 




巧滿 t<A 川)の iS 是 




2 「接続名 J に任意の接続名を入力し、限続 
先 （ APN ) 設赶をクリックずる 

• 次の記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/: キ ?!<> I " 

• 「発信ち番号通知を行ラ」を選択すると、通信 
実行時に発信者番号を通知します。 



■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アドレス」 
と「ネームサーバー」の設定画面び表示されます。 
プ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情 
報として入力び必要な場合は、入力指示情報を基 
に、各種アドレスを登綠して<ださい。 

3 接続巧 （ APN ) を設定ずる 

お買い上げ時、番号 （ cid ) 1には mopera に接続 
するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には 
mopera U に接続するための冉 PN 「 mopera . net 」 
び登録されていまず。番号 （ ckJ ) は2または4〜 
]0に登緑します。 

①[追加]をクリックずる 

r 接続先 ( APN ) の追加」画面び表示されます。 
( Dr 接続巧 （ APN ) 」にプ□バイダの FOMA パ 
ケット網に対応した接続巧名 （ APN ) を正し 
く入力し、 [0 K ] をクリックずる 
r 接続先 （ APN ) 設赴画面に戻ります。 

• 「接続先 CAPN )」 には半角艾きで、英数字、 
A イフン（-)、ピ IJ オドし）のみ入力で 
さます。 


A にのをクリックずる 

操作吕の画面に戻ります。 r 接続先 （ APN ) の選 
択」には、操作3で設定した「接続先 ( APN ) J 
び表おされます。 

5 「接続巧 （ APN ) の選択」の接続巧名を確 
認し、[次へ]をクリックずる 

f r ユーザー名」と「パスワード J を入力し、 
[巧へ]をクリックずる 

「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダか 
ら提おされた各種情報を、大文字、ル义字などに 
注意し、正確に入力してください。 

• ご使用の 0 S び Windows XP 、 200曰の場を 
は「使用可能ユーヴーの選択」を設定して<だ 
さい 。 Windows Me 、 目8の場をは、「使用可 
能ユープーの選択」は表示されません。 




















































7 「最適化を行ラ j が選巧されていることを 
確認し、[次へ]をクリックずる 

パケット通信に必要な W - TCP 設定を最適化しま 
す。 

• すでに最適化されている場をには、この画面は 
表示されません。 


かんちん設を 


巧巧方るの逗巧 


广パケクトぶ言 


バクット巧倍は、巧信巧 


まじ応13ておをび註を; 


巧がげ-9畑言！ 


邸げ-夕巧簡も B 司卸, 


かんちん設定 


巧窃巧の巧巧 
巧机靖苗’'0が^!^鶴 


fmoperaJIA の巧掃 
ご契約不車で、巧をにイソ 


かんちん設を 


W-TC 喊ミ 

FOMW 巧ジトぶきを利用す統れパて!ン巧の巧僧さ 
ちを是:®化します。 

P 鮮化滯受 


<房る吸」ホへ咱)> I キサンむレ」 


Q 「設定情報」を確認し、[完了]をクリッ 
クずる 


ホんをん設を 



巧巧5トッブじダイヤルみブ化ョ-トカウトを巧ぶ城 


<房が巨）」 荒了の ] _キ*ンかレ」 


g [ OK ] をクリックずる 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要びありまず。再起動する旨のメッセー 
ジび表おされた場をは[はい]をク U ックして< 
ださい。 

• すでに W - TCP 設定び最適化されている場合は、 
再起動する必要はありません。 

• 通信を実行する^ P ] ] 


^ J>Windows XP で設定ずるとき 

mopera U / mopera を利巧ずる場合 

• その他のプ□バイダを利用する場合一 P 1 1 

1 P 7 の操作1〜3を行ラ 

操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を選択 
しまず。 


2 「接続名 J に任意の接続名を入力し、[次 
へ]をクリックずる 

• 次の記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/:ホ ？!<>!■ 

• 「モデムの選択」び 「FOMA F 881 iES 」 に設 
定されていることを確認しまず。 



3 [次へ]をクリックずる 

• 「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でちかまい 
ません。 

• ご使用の 0 S び Windows XP 、 200曰の場を 
は「使用可能ユーヴーの選択」を設定して<だ 
さい 。 Windows Me 、 目8の場含は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 
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4 設定情報を確認し、[完了]をクリックずる 



5 [0 K ] をクリックずる 
•通信を実行ずる一 P ]] 


その他のプ□バイダを利巧する場合 


• mopera U / mopera を利用ずる場合一 P 10 

1 P 7 の操作1〜3を行ラ 

操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を、操 
作3の接続先は「その他」を選おします。 


巧掃方;'去の巧巧- 
バケットぶ言 


盤を諮繼 


r 挪-デニ彌信 


I巧括をのぷ巧 - 

■■■ Fmo 的 ra UiA の巧.巧 

Fmopera U 於こ1理バこだくと、 
ます。 (mopera U ゴ右虹み-む 

FraopsraJ への括误 

こ’契的す軍で，同単にインタ-ネ 


2 各項目を設定し、[次へ]をクリックずる 

侶 DN 同期巨 4 kbps アクセスポイントを持つプロ 
バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時 
に次の項目をそれぞれ登録しまず。 

• r 接続名」：任意 

• 「モデムの選お 」： 「FOMA F 881 iE 引 
• 「電話番号」：プ□バイダ情報を基に、正し < 入 
力してください。入力でをる文字は;欠のとおり 
でず。 

01234已巨 789 A 巨 CDPTWabcdpt 
w !@$-.()+ * も这および半角空白 
• 「発信ち番号通知を行ラ」を選択すると、通信 
実行時に発信者番号を通知します。 


かんたん設ち 


. 6がデ—女 ififtl 史ち 


巧巧る： ド "* a 

モデムの进巧： [fOMA FMliES 3 

巧話岳号： [osxxmm ■ 


P 発信をまち巧巧を巧う 註如’店巧の設定 ..I 


<戻る巧〉」 ：へが> I _キ枯它ル」 


■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックずると rip アドレス」 
と「ネームサーバー」の設定画面び表示されます。 
フ□ノ（イダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情 
報として入力び必要な場台は、入力指示情報を基 
に各種アドレスを登録して<ださい。 

3 「ユーザー名 J と「パスワード J を入力し、 
[次へ]をクリックずる 

「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大艾字、ル艾字などに 
ミ主意し、正確に入力してください。 

• ご使用の 0 S び Windows XP 、 200曰の場を 
は「使用可能ユーヴーの選択」を設定して<だ 
さし )。 Windows Me 、 目8の場台は、「使用可 
能ユープーの選択」は表示されません。 



4 「設定情報 J を確認し、[完了]をクリック 
ずる 



C にのをクリックずる 

• 通信を実行する^ Pl 1 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断 
について説明します。 

1 FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

• 接続方法^ P 4 

































































2 デスクトップの接続アイコンをダブルク 
リックずる 

• アイコンは 0 S によって異な D ま 
す。 

• 設定中に「デスクトップにダイヤ 
ルアップのショートカットを作成 
する」を選択しなかった場をは、 
接続アイコンは作成されません。 
次のスタート六ニューからの接続 
方法を利用してください。 

■ Windows XP のスタートメニューか 6 接続ずると 
さ 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一「アクセ 
サリ」一 r 通信」一 r ネットワーク接続」をクリッ 
クし、接続アイコンをダブルクリックずる 

■ Windows 2000、 Me、 目8のスタートメニュー 
から接続ずるとき 

[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセサ U 」 一 
r 通信 J 一「ネットワークとダイヤルアップ接続」 
( Me 、 日8の場合は「ダイヤルアップネットワー 
ク」） をクリックし、接続アイコンをダブルクリッ 
クずる 

3 接続を実行ずる 

• mo 阳 「a U または m 叩 era を利用する場合、 
「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でちかまい 
ません。そのまま、[ダイヤル]をク U ックし 
ます。 

• その他のプ□バイダの場合は、「ユーヴー名」 
「パスワード」を入力して[ダイヤル]をク I 」ッ 
クします。 

設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワー 
ド」の保存をした場合、入力は不要でず。 

• 0 S によっては、接続完了画面び表示される場 
合びありまず。にに]をクリックしてくださし、 



お知6せ 

• F 0 M 冉端末には、パケット通信を実行すると 
発信中の画面、巨 4 K データ通信を実行すると 
呼び出し中の画面びそれぞれ表示され、接続す 
ると次の画面び表示されます。 



パケット通信のとさ 64 K データ通信のとさ 


• F 0 M 冉端末を折り置んでいるとさは、背面 
ディスプレイに通信状態び表示されます。 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信 
速度とは異なる場をびありまず。 

• データ通信を実行ずる場合、アイコン作成時の 
FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 

• FSSliES L が!の FOMA 端末を接続ずる場台 
は、ご利用になる FOMA 端末の通信設定ファ 
イル（ドライバ）をインス!-ールする必要びあ 
ります。 


切断ずるには 

インターネットブラウヴを終了しただけでは切断さ 
れない場合びあ0まず。確実に切断するには、次の 
操作を行ってください。 

1 タスクトレイの9をクリックずる 

• Windows Me 、 目8の場合はダブルク U ック 
します。 

2 [切断]をク U ックずる 
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FOMA； けットぶき巧のダイヤルアップぞ迈巧してください。 


rw - Tcp 設定」を利用してパソコンのパケット通信 
の設定を FOMA ネットワーク巧に最適化する方法 
と最適化を解除する方法について説明します。 
rW - TCP 設定」とは、 FOMA ネットワークでパケッ 
卜通信を行ラ隙に TCP / IP の伝を能力を最適化ずる 
ための TCP パラメータ設定ツールです。 FOMA 端 
末の通信性能を最大限に活用ずるには、この通信設 
定び必要でず。 

Windows XP での最適化の設定と辭除 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとに最 
適化でをまず。 

I FOMA PC 設定ソフトを起動し、 

[ W - TCP 設定]をクリックずる 

• 起動方法^ P 7 

■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動ずるとさ 
タスクトレイの进をクリックずる 

2 次の操作を行ラ 

■ システム設定が最適化されていないとを 

① rw - Tcp 設定」画面で[最適化を巧う]をクリッ 
クずる 

感最適化ずるダイヤルアップを選択し、[実行]を 
クリックずる 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの 
最適化び実行されまず。 



麗禮質 II 用れ ため、 バリコン 內の溫言 


巧な、最迪化されていません。 

|[： .. ；]| 


を巧を巧わず閱じる J 


■ システム設定び最適化されているとさ 

なの画面び表示されます。 

内容を変更する場合は設定を行ってください。 


■ 最適化を解除ずるとを 

① 「 W - TCP 設定（ダイヤルアップ)」画面で[シス 
テム設定]をクリックずる 
rw-TCP 設定」画面び表示されます。 

感[最適化を辭除ずる]をクリックずる 
感 [ OK ] をクリックずる 

ク 画面に従って Windows を再起動ずる 

• 設定した内容は再起動後有効にな0まず。 


I FOMA PC 設定ソフトを起動し、 

[ W - TCP 設定]をクリックずる 

• 起動方法^ P 7 

■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動ずるとを 
タスクトレイの进をクリックずる 

2 次の操作を巧ラ 

■ システム設定が最適化されていないとき 
[最適化を巧ラ]をクリックずる 

■ システム設定び最適化されているとさ 
[最適化を解除ずる]をクリックずる 

• FOMA 端末 m がで通信を行ラ場をなどに辭除しま 
す。 

ク 画面に従って Windows を再起動ずる 

設定した内容は再起動後有効になります。 


パケット通信を行ラ場含の接続先 ( APN ) を設定し 
ます。 

• 設定を行う前に FOM 冉端末とパソコンび正しく接 
続されていることを確認してください。 ^ P 4 
• 接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 cidl 〜 
cidl 日に設定できます。お買い上げ時、 cid の1に 
は mopera に接続するための APN fmopera . ne . 
jp 」 び、3には mopera U に接続するための冉 PN 
「 m 叩 era . net 」 び登録されています 。 mopera U 
または mopera に接続する場合は本設定は不要で 
す。その他のフ□バイダや社内 LAN などに接続す 
る場合は、 cid 2 または4〜]曰に APN を登録し 
まず。 

• 接続先 〔 APN ) については、プ□バイダまたは 
ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

I FOMA PC 設定ソフトを起動し、限続巧 
( APN ) 設定]をクリックずる 

FOMA 端末設定取得画面び表示されます。 

• 起動方法^ P 7 


Windows 2000、 Me 、 日8での最適化の 
設定と解除 


W-TCP 設を(タイサルアウブ） 


S / W-TGP 設ミ 


接敵 ( APN ) を做ずる 


バケツト巧届0臨を S 巧化ずる 


巧巧巧巧巧 
A A A A A 
M M M M M 

o o o o o 

F F F F F 


ヒヒヒヒ 

ills 


るるるるる 

回囚囚□回 
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2 [ OK ] をクリックずる 

FOMA 端末に登録されている接続先 （ APN )' 障 
報を読み込みます。 


■ 接続巧 ( APN ) を追加ずるとき 
[追力日]をクリックずる 

■ 登録済みの接続巧 ( APN ) を編集-修正ずるとき 
対象の接続先 （ APN ) を一覧か6選択し、[編集] 
をクリックずる 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除するとさ 
巧をの接続先 （ APN ) を一覧から選択し、[削除] 
をクリックずる 

• 番号 ( cid ) の1と3に登録されている接続先 
( APN ) は削除できません。番号 ( cid ) の3を選 
おして梢 U 除]をク U ックした場をち、実際には 
削除されず rmopera . net 」 の設定に戻ります。 

■ ファイルへ保をずるとを 

「ファイル」メニュ ー-► 「名前を付けて巧巧」また 
は「上書さ巧巧」をクリックずる 
• FOMA 端末に登線された接続先 （ APN ) 設定の 
バックアップを取つたり、編集中の接続先 ( APN ) 
設定を保存するときに利用します。 

■ ファイルから読み込むとき 

「ファイル」メニュー--「開く」をクリックずる 
•パソコンに保存された接続先 ( APN ) 設定を再驅 
集したり、 FOMA 端末に書さ込んだりするときに 
利用します。 

■ FOMA 端末から接続巧 ( APN ) 情報を読み込むと 
を 

「ファイル」メニュ ー-►「 FOMA 端末から設定を取 
得」をクリックずる 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続 
先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続巧 （ APN ) 情報を書き込むとき 
[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリックずる 

• 表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 端末 
に書を込まれます。 


■ ダイヤルアップを作成ずるとき 

①追加、編集した接続巧 （ APN ) を選択し、[ダ 
イヤルアップ作成]をクリックずる 

「 FOMA 端末設定書さ込み」画面び表示されます。 

感[はい]をクリックずる 

FOMA 端末へ接続先 ( APN ) 情報の書さ込み終 
了後、「パケット通信用ダイヤルアップの作成」 
画面び表おされます。 

③ r 接続名」を入力し、[アカウント•パスワード 
の設定]をクリックずる 

• mopera U または mopera を利用する場合'、 
[アカウント-パスワードの設定]はしなくて 
もかまいません。その場をは、操作⑥に進み 
ます。 

@1■ユーザー名」と「パスワード」を入力し、 [0 K ] 
をクリックずる 

• Windows XP 、 2000の場をは、「使用可能 
ユーヴー」を選択してください。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定 
び指示されている場合は、「パケット通信用ダ 
イヤルアップの作成」画面で[詳細情報の設 
定]をクリックし、必要な情報を登録後、 [ OK ] 
をク U ックしてください。 

感 [ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリックずる 
上書をするかどラかの確認画面び表示されます。 

感[はい]をクリックずる 


お巧]6せ 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録され 
る情報のため、異なる FOMA 端末（故障修理 
により交換された端末など）を接続ずる場合 
は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先（冉 PN ) を 
継続利巧する場合は、同じ冉 PN の登録番号 
( cid ) を FOMA 端末に登録してください。 

• 通信設定ファイルの確認で FOMA 端末が COM 
20より大きい番号として認識されている場台 
は、 APN 設定の際、冉 PN の情報の取得、書を 
込みびでをません。その場をは「パケット通信 
の接続先 CAPN ) を設定する」を参照して設 
をしてください。一 P ] 己 


• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をお読みください。 ^ P 3 

アンインス I ルを実行ずる前に 

タスクトレイの进をちク I 」ックし、「常駐させない」 
をク U ックして、 rw - TCP 設定」の常駐を觸除して 
<ださい。 


3 接続巧 （ APN ) の設定を巧ラ 
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アンインス!-ールずる 

^ lJ>Windows XP でアンインス I ルずるとさ 

1 [スタート] 一「コント□—ルパネル」一 
[プ□グラムの追加と削除]アイコンをク 
リックずる 


■ Windows 2000. Me 、 日8のとさ 

[スタート] 一「設定」一「コント□ールパネル」 
をクリックし、[アプリケーションの追加と削除] 
アイコンをダブルクリックずる 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
A を選択し、[変更と削除]をクリックずる 



D ン K— ス >N11 
厕け||お也！ 

川ゥ’5もの 
巧株 

厉定の SSIQI 


3 削除ずるプ□グラム名を確認し、[はしリを 
^ クリックずる 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開 
始します。 

■「 W - TCP 最適化」を解除ずるとき 

W - TCP び最適化されている場をは最適化を觸除 
するかどラかを確認する画面び表示されまず。 

アンインス!ルずる場合は[はし'！]をクリック 
しまず。 

rw-Tcp 最適化」の解除は、再起動後に行われます。 

4 [0 K ] をクリックずる 


FOMA PC 設定ソフトを利用しない 
で通信ずる 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信ま 
たは色 4 K データ通信のダイヤルアツプ接続の設定 
を巧ラ方法について説明しまず。 


C? 


データ通信の準備の流れ^ P 3 



※設定内容の詳細は、プ□バイダやネットワー 


ク管理をにお問い合わせください。 


接続先 ( APN ) と登録番号 （ cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の 
登録番号 cid ] 〜 cid 10に設定でさまず。お買い上 
げ時、 cid の1には mopera に接続するための冉 PN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続する 
ための APN 「 nnopera . net 」 び登録されています。 
m 叩 era U または mopera に接続ずる場合は本設定 
は不要です。その他のプ□ノ くイダや社内 LAN などに 
接続ずる場合は、 cid 2 または4〜]曰に APN を登 
録します。 

• 接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたは 
ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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• 接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録と 
して考えられまず。接続先の設定項目を FOMA 端 
末の電話帳と比較ずると、なのよラになります。 


接続巧の設定頂目 

FOMA 端末の電話帳の登録頃目 

登録ま号 (cid) 

登録番号モ 1 」ま号） 

APN 

相手の電話ま号 


• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続 
番号となります。 


接続巧 （ APN ) を設定ずる 

設定するためには、 AT コマンドを入力するための 
通信ソフトび必要でず。ここでは Windows 標準添 
付の 「 A イパーター S ナル」を使った設定方法を説 
おします。 

^ J>Windows XP で設定ずるとき 

1 FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

• 接続方法^ P 4 

2 [スタ—卜] 一「ずべてのプ□グラム」一 
「アクセヴ ijj 一「通信 J 一「八イパー 
夕ーミナル J をクリック （ Windows 日8 
ではさ6に [ Hypertrm ] アイコンをダブ 
ルクリック）ずる 

• Windows XP ながの 0 S をお使いの場をは、「す 
ベてのプ□グラム」び「プ□グラム」と表示さ 
れます。 


3 「名前 J に接続巧名など任意の名前を入力 
W し、 [0 K ] をクリックずる 


是知巧しぃ掉插 


をおを入力しアイコンを进んでくだれ、： 
をお(の： 


I Sample 


アイコンの： 


国尋吗感圏ろ誠 
< 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（の」 
など）を仮入力し、「接続方法」か5 
「FOMA F 881 iESJ を選択し、に口を 
ク U ックずる 

• 市が局番は接続先 （ APN ) の設定とは関係あり 
ませんので、変更不要です。 



5 接続画面が表示された目[キャンセル]を 
クリックずる 

A 接続巧 （ APN ) を入力し、回を巧ず 

け 「 AT + 仁 GD 巳 ONT 二く 己 id >, " PPP " , " APN "」 
の形式で入力しまず。 

< cid >: 2または4〜] 0の間で任意の番号を入 
力します。 

" PPP " :そのまま " PPP " と入力します。 
" APN " :接続先 （ APN ) を""で囲んで入力 
します。 

rOKj と表おされれば、接続先 ( APN ) の設定は 
完了です。 

■ 接続巧 ( APN ) 設定をリセッ ト ずるとを 
AT + CGDCONT = 回： 

すべての cid をお買い上げ時の状態に I 」セットし 
ます。 

< cicl > = l は 「 mopera . ne . jp 」、 く cicl >=3 は 
「m 叩 era . net 」 に戻り、く cid >二2および4〜 
10の設定は未登録になりまず。 
AT + CGDCONT = < cid > 回： 

特定の cid を U セットしまず。 

■ 接続巧 （ APN ) 設定を確認ずるとき 
AT + CGDCONT ? 回 

■ AT コマンドを入力しても画面に表示されないとき 
ATE 1 回 

T roKj と表示されていることを確認し、 

' 「ファイル J メニュー- ► 「ハイパーターミ 
ナルの格了」をクリックずる 

• 「 " xxx " と名前付けされた接続を保存します 
か？」と表示されたら、「いいえ」をクリック 
します。 
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発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する 
際には十分にご注意ください。 

• m 叩 era U または m 叩 era を利用する場合、「非通 
知」に設定すると接続でをません。 


接続巧を設定ずる 

I [スタート] 一「ずべてのプ□グラム」- 
「アクセサリ J ^「通信」の順に選択し、 
「ネットワーク接続 J をクリックずる 

「ネットワーク接続」画面び表示されます。 


I P'16 の操作 1 〜已を行ラ 

2 パケット通信時の発信者番号の通知 
( 186 ) / 非通知 ( 184 ) を設定ずる 

「 AT*DGP 旧 二く n >」 の形式で入力します。 

AT*DG 円 R=1 回： 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に n 84」 
を付けて接続します。 

AT ホ DGPIR=2 回： 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に「186」 
を付けて接続します。 

AT*DG 円 R=0 回： 

設定なし（お買い上げ時）に戻ります。 

3 roKj と表示されていることを確認し、 

^ 「ファイル」メニュ ー-► 「八イパーターミ 
ナルの終了 J をクリックずる 


2 「ネットワークタスク J の「新しい接続を 
作成ずる J をクリックずる 

「新しい接続ウイヴード」画面び表示されまず。 

3 [次へ]をクリックずる 

ネットワーク接続の種類を選択する画面び表示 
されまず。 

A 「インターネットに接続ずる J を選択し、 
[次へ]をクリックずる 

準備画面び表示されます。 

5 「接続を手動でセットアップずる J を選択 
し、[巧へ]をクリックずる 

インターネット接続画面び表示されます。 

f 「ダイヤルアップモデムを使用して接続ず 
る J を選択し、[次へ]をクリックずる 


• 「" XXX "と名前付けされた接続を保存します 
か？」と表示されたら、「いいえ」をク U ック 
します。 


■ ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設 
定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の 
番号に「186」饱抑/「184」（非通知）を付 
けられます。 

• * DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワー 
クの設定の両方で 「186」（通知）/「184」（非 
通知）の設定を行った場合、発信者番号の通知/ 
非通知は次のとおりでず。 


\\ * DGPIR ] のドによる誠 

ダイヤル7リプネヴト' 

ワ-クの號 （< 加>=3の場合 

snj 

巧 

定 

な 

し 

非 

通 

知 

通 

知 

ホ99ホホホ3# 

酬 

欄知 

通知 

1呂4ホ99ホホホ3# 

が通知 

186ホ99ホホホ3# 

通知 


Windows XP で「ネットワークの接続ウイザード」 
を使用して、接続先と TCP / IP フ□トコルの両方を 
設定しまず。 


T 「モデム - FOMA F 881 iES ( COMx)J 
' のみを選択し、[次へ]をクリックずる 

• X はパソコンの環境によ0、異なった数字び表 
おされます。 

• インストールされているモデムび]台しかない 
場台、デバイスの選択画面は表示されません。 
操作8へ進みます。 



Q nsp を」に任意の接続名を入力し、[次 
W へ]をクリックずる 




























Q 「電話番号」に接続巧の番号を半角で入力 
し、[次へ]をクリックずる 

■ パケット通信のとさ 

「*目9 * * * く cid >#」を入力します。 

く cid > には、 r パケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定ずる」で登録した cid 番号を入力します。 
mopera U へ接続する場合は「*日目*** 3 #」 
を、 m 叩 era へ接続する場合は「 * 99 * * * 1 
#」を入力しまず。 


■ 巨 4 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 
m 叩 era U へ接続する場含は「 * 扫701」を 、 mopera 
へ接続する場さは「*目601」を入力します。 


折しレ巧技ウイサード 


タイヤルす己電ま•ろ 

反 P のち S * ちち巧ちしで < だ?し、 



T にを巧さモジけ!し口ちな、 

Sli # ちの ■ 

•8701 

が巧ちがは市ホ*香ホと獻巧をがあ化す，よくりが化た#因.楠でそ®!度* 
ちにもヤルしてくたさい。モテムの WJW こそる*!含 •« 夕竹ル UC そ®•ちみ旧す， 


TCP / IP プロトコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択し、「ファ 
イル」メニュ ー-► 口□パティ」をクリッ 
クずる 



2 [全版]タブの各頂目の設定を確認ずる 

• 複数のモデムびインス!-ールされている場合 
は、「接続方法」の「モデム - FOMA F 扫81 iES 
に OMx )」 のみを選おします （X はパソコンの 
環境により、異なった数字び表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」をが選お （ r ) にし 
ます。 


1 nr ユーザー名 J 「パスワード」「パスワード 
V の確認入力 J を入力し、各項目を画面例 
のよラにずべて選択し、じ欠へ]をクリツ 
クずる 

• 接続先が mopera U または mopera の場合、 
「ユーヴー名」「パスワード」「パスワードの確 
認入力」は空欄でちかまいません。各項目を画 
面のよラにすべて選択し、じ欠へ]をクリック 
します。 



]] [完了]をク IJ ツクずる 

17 設定内容を確認し、[キャンセル]をクリツ 
クずる 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを 



行います。 
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を投オブシむたキュリティIネットワ-ク註擺さミ 



[設定]をクリックずる 

ずべての頂目を非選択 （ 
をクリックずる 


’） にし、 [0 K ] 


7 「インターネット接続を手動で設定ずるか、 

' または□-カルエリアネットワーク （ LAN ) 
を使って接続しまず」を選択し、[次へ]を 
ク IJ ックする 

インターネット接続の設定選択画面び表示され 
ます。 

Q 「電話回線とモデムを使ってインターネッ 
卜に接続しまず J を選択し、[次へ]をク 
リックずる 

モデムの選お画面び表示されまず。 


I \_ キサン郎I 


6 


に K ] をクリックずる 

• ダイヤルアップ接続する一 P 24 


Windows 2000で「ネットワークの接続ウィヴー 
ド」を使用して、接続先と TCP / IP プ□トコルの両 
方を設定します。 

接続巧を設定ずる 


M 「インターネットへの接続に使ラモデムを 
■ 選択ずる」が 「 FOMAFSSliE 引のみ 
に設定されていることを確認し、[次へ] 
をク U ックずる 

インターネットアカウントの接続情報画面び表 
おされまず。 

•「FOMA F 881 iES 」 に設定されていない場合 
は、 「 FOM 冉 F 881 iES 」 に設定してくださし、。 
• パソコンに複数のモデムびインス!-ールされ 
ていない場をはこの画面は表示されません。 


10 「し言 


「電話番号」に接続巧の番号を半角で入力 
[詳細設定]をクリックずる 


5 [次へ]をクリックずる 

ネットワーク接続の種類を選おする画面び表示 
されまず。 

A 「インターネットにダイヤルアップ接続ず 
る J を選択し、[次へ]をクリックずる 

「インターネット接続ウィヴード」の開始画面び 
表示されます。 


3 


[ネットワーク]タブをクリックし、各項 

目の設定を確認ずる 

• r 呼び出すダイヤルアップヴーパーの種類 J は 
「 PPP:Windows 9已 /98/ NT 4/2 曰00, Internet ] 
に言免定します。 

• 「この接続はなの項目を使用します」は、「イン 
ターネットフ □ トコル（ TCP / IP )」だけを選択 
します。 「 QoS パケットスケジューラ」は設定 
を変更できませんので、そのままにして<ださ 
い。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場台は r インターネットフ□卜 
コル」を選択し、「プ□パティ」をク U ックし 
て必要な情報を設定して < ださい。 


「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面び表 
おされまず。 

2 [新しい接続の作成]アイコンをダブルク 
リックずる 

「所在地情報」画面び表示されます。 

• この画面は持斤しい接続の作成]アイコンを初 
めてダブルク U ックしたと走に表示されます。 
2回目降の場をは、操作己へ進みまず。 

〇 「市が局番」を入力し、 [ OK ] をクリック 
。ずる 

「電話とモデムのオプション」画面が表示されま 
す。 

A に K ] をクリックずる 

「ネットワークの接続ウイヴード」画面が表示さ 
れます。 


□ l _ CP 掘おほうの 

□的牌邸戲る'店捕を巧う(限 

□単ーリシウ巧摄じ巧してマルチりシクをネゴシ I -卜する(凶） 


J [ キヤシれ!レ ) 


Widows 2Q«0 でダイヤルアップ 
ネットワークを技をずる 


FOMA のブ□"テイ 
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[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセ 
サリ」一「通信」一 r ネットワークとダイ 
ヤルアップ接続」をクリックずる 



























■ パケット通信のとさ 

「*目日***く cid >#」を入力します。 

く cid > には、 r パケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定する」で登録した cid 番号を入力します。 
mopera U へ接続ずる場台は「*日目*** 3 #」 
を、 m 叩 era へ接続する場合は「 * 9目***1 
#」を入力しまず。 


■ 64 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力しまず。 
m 叩 era U へ接続する場合は「 * 扫701」を 、 m 叩 era 
へ接続する場をは「*目601」を入力します。 
•「市が局番とダイヤル情報を使う」をが選択（厂） 
にします。 



11 腊続]タブの各頂目を画面例のように設 
定ずる 



10 [アドレス]タブをクリックし、各項目を 
設定ずる 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指おされている場をは必要な情報を設定して 
<ださい。 

• 接続先び mopera U または mopera の場合は、 
設定を変更しな < てちかまいません。 



] 3 [0 K ] をク U ックずる 

インターネットアカウントの接続情報画面に戻 
りまず。 

14 [次へ]をク U ックずる 

インターネットアカウントの□グオン情報画面 
び表おされます。 


巧 S; 


ザーを J と「パスワード J を入力し、 
をク U ックずる 

接続先び mopera U または mopera の場を、 
r ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい 


ません。[なへ]をク U ックし、入力されていな 
いことを確認する画面び表示されたら、[はし、] 
をク U ックします。 


1 A ^接続名 J に任意の接続名を入力し、[次 
U へ]をクリックずる 



17 「いいえ J を選巧し、[次へ]をクリック 
ずる 
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I OK 1 キャン t ル J 

[設定]をクリックずる 

ずべての項目を非選択（广）にし、 [0 K ] 
をク U ックずる 

接続先のプ□パティ画面に戻りまず。 



にのをクリックずる 

• ダイヤルアップ接続する一 P 34 


2 [全般]タブの各頂目の設定を確認ずる 

• 複数のモデムびインストールされている場合 
は、「接続の方法」の「モデム - FOMA FSSliES 
〔 COMx )」 のみを 選択し ます （X はパソコンの 
環境によ0、異なった数字び表示されます)。 
モデムを蜜要した場をは、「電話番号」の各項 
目び初期化されますので、をラー度接続先電話 
番号を入力して < ださい。 

• r ダイヤル情報を使う」をが選択 （I I )にし 
ます。 


3 [ネットワーク]タブをクリックし、各項 
目の設定を確認ずる 

• 「呼び出ずダイヤルアップサーバーの種類」は 
rPPP:Windows 9巳/ 98/ NT 4/2000, Internet 」 
に言受志します。 

• コンポーネントは「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」だけを選択します。 


接続巧を設定ずる 

1 [スタート] 一「プ□グラム J 一「アクセ 
サリ」一「通信」一「ダイヤルアップネッ 
トワーク」をクリックずる 

「ダイヤルアップネットワークへよラこそ」画面 
び表示されます。 

• この画面は「ダイヤルアップネットワーク」を 
初めて選択したとさに表おされます。2回目 
降の場合は、操作3へ進みまず。 

2 [次へ]をクリックずる 

「ダイヤルアップネットワーク」画面び表示され 
ます。 

3 [新しい接続]アイコンをダブルクリック 
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[完了]をクリックずる 

r ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻 
りまず。 


TCP / IP 3 a トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択し、「ファ 
イル J 一「プ□パテイ J をクリックずる 


刀ぶ 


をおIオプションIたキユリティネクのづI巧ちI 
巧ぴ化すタイヤルアップサー"一の巧巧(む： 


E 

J 泣を）」 


チ r パボがスが才 M ブゎている]ンボ-ネントはこの巧倚でほねれますの： 

□巧 Microsoft ネットワーウ用フ7イルとプリンタ巧ち 
□巧 Micro 扣わネ》トワ-ク用クライアント 


インスト-ルの…」_ 肖リ齡げブ□バティの」 


巧??® M 織蟲献簡懲麟雜 


お探! 


Windows Me でダイヤ化アブブネット 
ワー^をお定ずる 



过ぶ! 


を投Iオプション |t キュリティIネゥトワ-ウI其ちI 
巧巧の方;ちの： 


r すべてのテパイスで同じさ号を呼 U 化す做 


巧巧。し J 


「FOMA F 期 1 iES の軍話さち- 

巿ホち巧ち〉. 電話#号の. 


I -I I ベか * け 3S 

国杏ち/化巧杏をが： 


その他妙」 


• タイヤル苗巧をほう® 


タイサル性賦攻 I 


P 巧巧靖巧スウバイこアイコンを表示する処 


[ 0K 


FQMA® ブ□パテイ 


FOMA® ブ□パテイ 


4 5 6 




















































4 「接続名 J に任意の接続名を入力し、[次 
へ]をクリックずる 

• 「モデムの選択」び 「FOMA F 881 ES 」 に設 
定されていることを確認して<ださい。設定さ 
れていない攝をは 、 「FOMA F 881 iES 」 に設 
定します。 



5 接続巧の番号を半角で入力し、[次へ]を 
クリックずる 

■ パケッ ト 通信のとさ 

「*目9 * * * < cid >#」を入力します。 

く cid > には、 r パケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定する」で登録した cid 番号を入力します。 
mopera U へ接続する場合は「*日目*** 3 #」 
を、 m 叩 era へ接続する場合は「 * 9目***1 
#」を入力しまず。 

■ 日 4 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 
m 叩 era U へ接続する場含は「 * 8701」を 、 mopera 
へ接続する場合は「*9601」を入力します。 
•「市が局番」には何ち入力しません。 




2 [を般]タブの各項目の設定を確認ずる 

• r 市外局番とダイヤルのプ□パティを使ラ」を 
非選お （r ) にします。 

• r 接続方法」び 「 F 0 I \/ l 冉 F 881 iES 」 に設定さ 
れていることを確認してください。設定されて 
いない場合は、 「 F 0 M 冉 F 8 扫1 iES 」 に設定し 
ます。 




A 接続巧名を確認し、[完了]をクリックず 
ける 

TCP / IP 3 a トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択し、「ファ 
イル J 一「プ□パテイ J をクリックずる 
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3 [ネットワーク]タブをクリックし、各項 
目の設定を確認ずる 

• 「ダイヤルアップサーバーの種類」は 「 PPP : イ 
ンターネット 、 Windows 200日/ NT、Windows 
Me 」 に設定します。 

• r 詳細オプション」はすべて非選択 （ r ) に 
します。 

• 愼用できるネットワークプ□トコル」は IT 巳 P / 
IP 」 だけを選択します。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は [ TCP/IP 設定]をク 
U ックし必要な情報を設定してください。 

をお本》トワ-ク1 1 キュリティ I スウリブト化理 I マル利ンウ j タイかレ I 
タイかしアップサーバーの 巧 ま目踏 

|PPP： インターネット、 Windows 200口/ NT、Windows Me ，i 

[■註を IB オブシ 3 ン:- 

r 19ラ慨 ms 重する職 
「この巧爲の□ヴ乃イルを記録する(巧 

广ほ巧できるネ，卜。一。ブ □ トコル:-1 

厂 NetBEUKN) 

「 IPX/SPX 驻 6 の 

[7 TCP/IP の TCP/IP 設定 (PL 」 


0K I キでソ2ル 


4 [セキュリティ]タブをクリックし、「ユー 
ザー名_!と「パスワード」を入力ずる 

• 接続先び mopera U または mopera の場合、 
「ユーザー名」「パスワード」は空欄でをかまい 
ません。 



C [ OK ] をクリックずる 

—" • ダイヤルアップ接続する一 P 24 
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接続巧を設定ずる 

操作方法は Windows Me の接続先設定と同様です。 
一 P 2] 

TCP / IP プロトコルを設定ずる 

I P 22 riCP / IP ^^ n トコルを設定ずる J の 
操作1〜2を行う 



2 [ヴーパーの種類]タブをクリックし、各 
頂目の設定を確認ずる 

• 「ダイヤルアップサーバーの種類」は 「 PPP : イ 
ンターネット 、 Windows NT Server、Windows 
吕8」に訟定します。 

• 「使用でをるネットワークプ□トコル」は 「 TCP / 
IP 」 だけを選択します。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指おされている場合は [ TCP / IP 設定]をク 
U ックし必要な情報を設定してください。 


















































































3 [ OK ] をクリックずる 

• ダイヤルアップ接続する一 P 24 

通信の実行や切断について説明しまず。 

^ lJ>Windows XP でダイヤルアップ接続ずるとさ 

1 FOMA 端末とバソコンを接続ずる 

• 接続方法^ P 4 


切断ずるには 

インターネットブラウヴを終了しただけでは切断さ 
れない場合びあ0まず。確実に切断するには、次の 
操作を行って < ださい。 

I タスクトレイの巧をクリックずる 

接続の画面び表示されます。 

• Windows Me 、 目8の場合はダブルク U ック 
します。 


2 [スタ—卜] 一「ずべてのプ□グラム」一 
「アクセサリ J 一「通信」一「ネットワー 
ク接続」をクリックし、接続アイコンを 
ダブルクリックずる 

「ネットワーク接続」画面び表示されまず。 

■ Windows 2000 Me 目8のとさ 

[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセサ U 」 一 
「通信」を順に選択し、「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」 （ Me 、 曰8の場合は「ダイヤルアップ 
ネットワーク」）をクリックして接続アイコンをダ 
ブルクリックずる 

各項目を確認し、[ダイヤル]をクリック 
ずる 

• Windows Me 、 日扫の場合は、各項目を確認し、 
[接続]をク U ックします。 

• 「ダイヤル」または「電話番号」には、ダイヤ 
ルアップネットワークに設定した接続先の蚕 
号び表示されます。 

• 接続先び mopera U または mopera の場合、 
「ユーザー名」「パスワード」は空欄でちかまい 
ません。 



2 [切断]をクリックずる 



AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末のき機能 
を設定ずるためのコマンド（命を）でず。 FOMA 端 
末は AT コマンドに準拠し、さ6に J 広張コマンドの 
一部や独自の AT コマンドをサポートしていまず。 


AT コマンドの入力お式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付 
けて入力します。必ず半角英数字で入力してくださ 
レ。なに入力例を示しまず。 

ATD 夺 99 安ホホ 1 #网 


U ターンマーク ： Enter 
キーを 押します。コマンド 
の区切りになります。 

パラ方一夕：コマンドの内容でず。 
コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラ方一夕を含め 
て、お、ず]行で入力します。]行とは最初の文宇か 
ら因]を押した直前までの艾字のことで、 「 AT 」 を 
含み最大1日0文字入力でをまず。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソ 
コンをター S ナルモードにしてください。ターミナ 
ルモードとは、パソコンを1台の通信端末のよラに 
動作させるモードです。ター S ナルモードにずると、 
キーボードから入力された艾字びそのまま通信ポー 
卜に送られ、 F 0 M 冉端末を操作でをます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通背 AT コマンド 
で F 0 M 冉端末を操作する場をは、この状態で操作 
しまず。 
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• オンラインデータモード 
FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のとを 
に AT コマンドを入力すると、ちられてさた文字 
をそのまま通信先にを信して、通信先のモデムを 
誤動作させる場をびあります。通信中は AT コマ 
ンドを入力しないで < ださい。 

• オンラインコマンドモード 
FOMA 端末び通信中の状態でを、冉 T コマンドで 
FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、通 
信先との接続を維持したまま冉 T コマンドを実行 
し、終了すると再び通信を続けられます。 


■ オンラインデータモードとオンラインコマンド 
モードを切り替えるとを 

FOM 冉端末をオンラインデータモードからオンラ 
インコマンド f ー ドに切り誓えるには、なの方法 
びお D ます。 

•「+++」コマンドまたは rs2」 レジスタに設定 
したコードを入力します。 

•「AT&Dl」 に設定されているとをに、 RS-232C& 
の ER 信号を OFF にします。 

※： US 日インタ フエー スにより、 RS-232C の 
信号線びエミユレートされていますので、 
通信アプ U ケーシヨンによる RS-232C の 
1言号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンライン 
データモードに切り替えるには、 「ATO 因]」と入 
力します。 
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• FOMA FSSliES Modem P 日けで使用でをる AT コマンドです。 

• AT コマンド入力時に、使用しているパソコンや通信ソフトのフオント設定によ0、「¥」を 
入力しても「\」と表示される場合びあります。 

- F 日 MA 端末の電源を切5ずに電池パックを取りがした場合、設定値び記録されないことびあ 
0ます。 


AT コマンド 

概要 

バラメータ/説巧 

コマンド実行例 

AT%V 

F 曰 MA 端末の y くージヨンを 
表示します。 

F 日 MA 端末の y くージョンを "VerX.XX" などの形式 
で表示します。 

ATo / cA/MI 

Verl.00 

OK 

ATSC <n> 

DTE への回路 CD (DCD) 
信号の動作条件を設定しま 
す。 

n 二日：常に ON 

n 二1:回腺接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

口=日に設定する場合は、接続完了時の" CONNECT" 
を送出する直前に CD 信号を日 N にします。回路び 
切断され、 "NO CARRIER" を送出する直前に CD 信 
号を OFF にします。 

ATSC 1回 

OK 

AT&D< n > 

オンラインデータモードの 
ときに、 DTE から受け取る 
回路 ER (DTR) 信号び ON 
から曰 FF に変わったとさの 
勘作を設定します。 

n 二日：巧態を無視（常に ON とみなず） 
n=l : ON か 60FF に変ねるとオンラインコマン 
ドモードに移行 

n=2 : ON か 60FF に変わると回線を切断しオフ 
ラインモードに移行（お買い上げ時） 

ATSD1 回 

OK 

AT&E < n 〉 

接続時の速度表示仕様を選 
択します。 

n 二日：無線区間通信速度を表示 
n=l :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表 
お（お買い上げ時） 

AT&E1 图 

OK 

AT 技 F 

F 日 MA 端末の AT コマンド設 
定値を工場出荷時の巧態に 
U セツトします。通信中に実 
巧した場合は、回線を切断し 
てから U セツトします。 


ATSF 图 

OK 

ATSS < n 〉 

DTE へ出力するデータセツ 
トレディ （DR) 信号の制御 
のしかたを設定しまず。*1 

n 二0 :常時 ON (お買い上げ時） 
n 二1:回線接続時に ON 

AT&S 日 回 

OK 

ATSW 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記録します。 


A 下 SW 囚 

OK 

A い DANTE 

FOMA 端まのを信レベルを 
数字で表示します。 

実行ずると’’* DANTE:<n〉|| の形式で表おしま 
す。 

n 二0 :圏外 

n 二1: Tl 
n 二2 :す|| 

ド3 : Till 

AT * DANTE 囚 
ホ D 冉 NTE:3 

OK 

AT* DANTE 二？ 回 
* D 冉 KITE: (日- 3) 

OK 

(表示可能な値の範囲を 
表おする） 

AT * DGANSM= 
<n> 

バケツト着信呼に対する着 
信拒否/許巧設定のモード 
を設定します。 *2 

n 二日：着信拒否設定 OFF、 着信許可設定日 FF (お 
買い上げ時） 

n 二1:着信拒否設定 ON 
n 二2 :着信許可設定 ON 

AT ホ D 白冉 NSM 二日 l+Jl 

OK 

AT ホ DGANSM?|4J] 

ホ DG 冉 NSM: 日 

OK 

AT#DGAPL=<n> 

[.< cid >] 

バケツト着信呼に対して着 
信を許可する接続先 (APN) 
を設定します。 *2 APN^ 
定は 「+CGDC0NT」 コマ 
ンドで定義された< cid > 
バラメータを使用します。 

< n >バラメータによって着信許可リストへの追 
加または削除を指定します。く cid >バラメータを 
省略した場合は、< cid >のすべてを U ストに追加 
または削除します。追加または削除する< cid >び 
r+CGDCONTJ コマンドで定義されていない場合 
でち、1」ストへ追加または削除します。 
n= 日： <cid> で定義された APN を着信許可 U ス 
卜に追加 

n=l : <cid> で定義された APN を着信許可リス 
卜から削除 

AT*D 白 APL 二日. l |+ J | 
OK 

AT キ DGAPL?|+J| 

*DGAPLl 

OK 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT キ D 白 ARL 二 <n> 

[.< cid >] 

バケツト着信呼に対して着 
信を拒否する接続先 (APN) 
を設定します。 *2 APN^ 
定は 「+CGDCONT」 コマ 
ンドで定義された< cid > 
バラメータを使巧します。 

< n >バラメータによって着信拒をリストへの追 
加または削除を指定します。く cid >バラメータを 
省略した場合は、< cid >のすべてを U ストに追力 □ 
または削除します。追加または削除する< cid >び 
「+CGDC 曰 NT」 コマンドで定義されていない場合 
でち、リストへ追加または削除します。 
n= 日： <cid> で定義された APN を着信拒否 U ス 
卜に追加 

n=l : <cid> で定義された APN を着信拒否 U ス 
卜から削除 

AT キ DGARL 二日.叫 

0K 

AT キ DGARL?ltJ| 

ホ DGARL: 1 

0K 

AT>i=DGPIR=<n> 

バケツト通信確立時に、ま 
号を通知するかどラかを設 
定します。&2発信時、着信 
時に有効です。 

n 二日： APN にそのまま接続（お買い上げ時） 
n=l : APN に「1目4」を付けて接続 
n 二2 : APN に「18日」を付けて接続 
本コマンドとダイヤルアップネットワークの両方 
で「186」循測/「184」（非通知）を設定した場 
合一 P17 

AT ホ DGPIR=0|+J] 

OK 

AT * DG 円 R? 囚 
ホ DGPIR: 日 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端まびを信する電波 
の受信電力指標を表おしま 
す。 

実行ずると"* DRPW: < n > "の形式で表おしま 
す。 

AT * DRPW 占 II 

* DRPW: 日 

OK 

AT ホ DRPW 二？回 

* DRPW: (日-巧） 

OK 

(表示可能な値の範囲を 
表おする） 

+ + + 

FOMA 端末のモードをオン 
ラインデータモードから才 
ンラインコマンドモードへ 
移行します。 

エスケープガード区間は 
「1砂」の固定値でず。 



AT+CEER 

直前の通信の切敞理由を表 
71^します。 

r 切断理由一覧」を参照一 P32 

at + ceerM ] 

+CEE 托3日 

0K 

AT+C 白 DCONT 

n ケツ ト発信時の接続巧 
(APN) を設定します。 

「AT コマンドの補足説日月」を参照一 P32 

「AT コマンドの補足説明」 
を参照一 P32 

AT 卡 C 白 EQMIN 

バケツト通信確立時にネツ 
トワーク側から通知される 
QoS (サービス品質）を許 
可するかどラかの判定基準 
を登録します。 *2 

「AT コマンドの補足説明」を参照一 P32 

「AT コマンドの補足説閒 
を参照一 P32 

AT+CGEQREQ 

バケツト通信を確立時に 
ネツトワークへ要ホする 
QoS (サービス品質）を許 
可するかどラかの判定基準 
を登録します。 *2 

「AT コマンドの補足説日月」を参照一 P32 

「AT コマンドの補足説明」 
を参照一 P32 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表口^します。 


AT+CGMR[4J| 

1234567890123456 

OK 

AT+CGREG 二 <n> 

ネツトワーク登録げ態を通 
知するかどラかを設定しま 
す。還知される内容は圏 
内/圏列です。 

< n > 

日：通知なし（お買い上げ時） 

1:通知あ0 

n=l に設定すると、圏内から圏が、または圏べから 
圏内へ移動したとさに’ +CGREG : <stat>’ の形 
式で通知されます。 <stat> バラ夕は「日.し4」 
をサポートしまず。 

< stat > 

0 :圏别 

1:圏内 （home) 

4 :不明 

「AT+CGREG?」 のとを" +C 白 RE 白: <n>, く sta じ >" 
を表示します。 

AT+CGREG 二1|一| 

OK 

AT+CGREG? IW] 
+CGREG: し日 

OK 

(通知あり、圏外を意味し 
ている） 

AT+CGSN 

F 曰 MA 端末の製造番号を表 
术します。 


AT+C 白 SN 叫 
123456789012345 

OK 























AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIP 二 < n > 

S 4 K データ通信の着信時 
に、相手の発信番号をバソ 
コンに表示します。*1 

< n > 

日： U ヴルトを表おしない（お買い上げ時） 

1 : IJ ヴルトを表おする 

「AT + CLIP ?」 のとき、" AT+CLIP 二 < n > ，く m >。 
を表 W します。 

< m > 

0:発信時に相手にま号を通知しない NW 設定 

1 :発信時に巧手にま号を通知する NW 設定 

2 :不明 

AT+CLIP 二日囚 

0 K 

AT + CUR 二 < n > 

S 4 K データ通信の発信時 
に、電話番号を相手に通知 
するかどラかを設定しま 
す。 

< n > 

日：サービスご契約の設定に従う 

1 :通知しない 

2 :通知ずる（お買い上げ時） 

「 AT+CUR ?」のとき、 " AT+CUR 二 < n > . < m > " 
を表 w します。 

< m > 

0 : CLIR は未超動（常時通知） 

1 : CUR は常時起動牌時非通知） 

2 :不明 

3 : CUR テンポラ U — モード俳通知デフオルト） 
4: CUR テンポラ|」ーモード（通知デフオルト） 

AT + CUR 二2囚 

0 K 

AT + CMEE 二 < n > 

FOMA 端末のエラーレポー 
卜の有無を設定します。 

エラーを" ERROR " のみで表おするか、理由をで 
字あるいは数値でレポートするかを設定します。 

< n > 

日： U プルトコードを使用せずに " ERR 日 R " を表 
示（お買い上げ時） 

1 : U ヴルトコードを使用し、数字で理由を表示 

2 :リヴルトコードを使用し、文字で理由を表示 
ド1または n =2 でエラーレポート表示に設定した 
墙合、エラーレポートは次のぶラに表示されます。 
"+CME ERROR : xxxx " (xxxx には、数字または 
文字び表示されます。「エラーレポー!-一覧」 

一 P 32) 

AT+CMEE 二 Ol + J ] 

OK 

AT+CNUM l+JI 

ERROR 

AT+CMEE 二 ll + J ] 

OK 

AT + CNUM 囚 
+CME ERROR :10 

AT+CNUM 

F 日 MA 端末の自局番号を表 

実行すると"+巳 NUM :< number >, くか阳 > "の 
形式で表示されます。 

< number 〉電話ま号 
く type > 

129：国隙アクセスコード+を含まない 

145：国隙アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 回 
+CNUM : "+8190 

123456 7 B ".145 

OK 

AT+CR 二 < mode > 

回撼接統時に" CONNECT " 
のリザルトコードげ表おさ 
れる前に、パケット通信/ 64 K 
データ通信を表示するかど 
ラかを設定します。&1 

< mode > 

日：表おしない（お買い上げ時） 

1 :表示する 

バケツト通信のときは、 ’ GPRS ’ と表示され 64 K 
データ通信のときは " SYNC " と表示されます。 

AT + CR 二 1 囚 

OK 

ATD ホ日日ホホ* l # g ] 

+ CR:GPRS 

CONNECT 

AT + CRC = < n > 

着信時に拡張 U ヴルトコー 
ドを使巧するかどラかを設 
定します。 

n 二日：使巧しない（お買い上げ時） 
n 二1:使巧する 

AT + CRC 二日 囚 

OK 

AT + CRE 白 = く n > 

ネットワークの圏内/圏列 
情報を表示するかを設定し 
ます。 

< n > 

0 :通知なし（お買い上げ時） 

1 :通知あり 

「 AT+CREG = 1」 に設定すると、圏内か6圏が、 
または圏外から圏内へ移動したときに" + CREG : 
< stat >|| の形式で通知されます。 < stat > バラ 
メータは r 日.1，4」をサポートします。 

< stat > 

0 :圏别 

1 :圏内 

4 : 不明 

「 AT + CREG ?」 のとき " +CREG : < n >, < stat >" 
を表おします。 

AT + CREG 二 1 回 

OK 

AT + CREG ? 囚 
+ CRE 白: 1 .日 

OK 

(通知あり、圏列を意味し 
ている） 

AT + 白 Ml 

F 曰 MA 端末のメーカのち前 
び半角ま数字で表示されま 
す。 


AT + 白 MII + J ] 

FLUITSU 

OK 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド 実行 例 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品おの略称 
び半角英数字で表示されま 
ず。 


AT + GMM |4 J | 

FOMA F 日扫 liES 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージヨンを 

FOMA 端まの>^てージョンを " VerX . XX " などの形式 
で表おします。 

AT + GMR 囚 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC 二 < n ’ m > 

} くソ〕ンと FOMA 端末間の 
□ーカルフ□—制御方式を 
設定します。*1 

DCE by DTE (< n >) 

0:フ□一制御を巧わない 

1: XON / X 日 FF フ□一制御を行う 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□—制御を35ラ（お 
買い上げ時） 

DTE by DCE « m » 

日：フ□—制御を行わない 

1 : XON / XOFF フ□—制御を行う 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□—制御を35ラ（お 
買い上げ時） 

AT + IFC 二2,2回 

OK 

AT + WS が二 < n > 

発信時に徳用する無線ネツ 
トワークを設定します。発 
信に影響は与えません。 

n 二の： FOMA ネットワーク個定値） 

AT + WS 4 日二の囚 

OK 

ATA 

バケツト m および則 K デー 
夕通信の着信時に入力ずる 
と、着信処理を行います。 

バケット着信中には、 rATA 184 J (発信ち番号通 
知なし着信動作）および rATA 186 J (発信ち番号 
通知あ0着信動作）を入力でをます。 

RING 

ATA 凶 

CONNECT 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。 

前の応答び " ERROR " の場合" ERROR " び返りま 
す。 

A / 

OK 

ATD 

発信処理を行います。 

バケット通信 ： 「ATD * 日9ホ** < cicl >#」 

「ATD *9 日#」を入力した場合は 「< cid > 二]」を 
使います (< cid >を省路した場合は、「く cid >二1」 
になります)。 

「 ATD 1日4 *9 目」で始まる書式を入力した場合は指 
定したく cid >に設定した APN に対して’184 " び 
付加されます （18 日でち同様の操作びでさます)。 

日 4 K データ通信 ： 「ATD [バラメータ][電話番号]」 
電話番号に r 日〜9、*、#、 A 、 a 、 巨、 b 、 C 、 C 、 

D 、 d 、- (八イフン）、空白、 T 、 t 、 P 、 p 、！、 W 、 w 、 
@、，（カンマ）」 iU かを設定した場合は、発信で 
をません。の文字は入力できますび、ダイヤル 
時には認識されません。 

「 ATDN 」 または 「 ATDL 」 でリダイヤル発信びで 
さます。 

ATD キ日日ホホ* 1#[3] 
CONNECT 

ATE < n > 

バソコンから送信されたコ 
マンドに対して、 FOMA 端 
まがエコーを返すかどラか 
を言ミ志します。 

n 二日：エコーバックなし 
n 二1:エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n 二1で使用します。パソコンにエコー磯能び 
ある場合、 n = 日に設定すると文字び二重に表示されな 
くなります。 

ATEl 囚 

OK 

ATH 

バケツト通信および 64 K 
データ通信時に入力ずる 
と、回線を切断します。 


(通信中） 

+++ 

OK 

ATH 囚 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表おします。 

n = 日： NTT DoCoMo 

n 二1:製品名の略称を表示する （ F 0 MAF 881 iES ) 
n 二2:製品のパージョンを "\/ erX . XX " などの形式 
で表示する 

ATIO 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマン 
ドモードか6オンライン 
データモードに戻します。 


AT 日囚 

CONNECT 

ATQ < n > 

リザルトコードを表おする 
かどラかを設定します。*1 

n 二日：表おする（お買い上げ時） 
n 二1:表术しない 

ATQ 日 回 

OK 

ATV < n > 

1」ヴルトコードの表示ちま 
を設定します。*1 

すべての U ザルトコードを数字表記あるいは英文 
字表おで表 W します。 
n = 日：数字表記で表示する 
n 二1:英文字表記で表示ずる（お買い上げ時） 

ATVl 图 

OK 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX < n > 

接続の" C 日 NNECT " 表示に 
速度を表おするかどラかを 
設定します。また、ビジー 
トーン、ダイヤル!ンの 
検出を行います。^1 
ビジートーン検出： 

接続先び通話中の場合は、 
" BUSY " 応答を送出します。 
ダイヤルトーン検出： 

FOMA 端末に接続されてい 
るかどラかを判定します。 

n 二日：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表のなし 

n 二1:ビジー!ン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 

n 二2:ビジー!—ン検出なし、ダイヤルトーン検 
出あ0、速度表をあり 

n =3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 
n = 日に設定すると、 「 AT & E 」 コマンドおよび [AT 
¥ VJ コマンドび無効にな0ます。 

ATX 1 囚 

OK 

ATZ 

FOMA 端まの AT コマンド設 
定値をリセットします。^3 

F 曰 MA 端末の AT コマンド設定値を不廣発メモ U 
の内容に U セットします。通信中に実行した場合 
は、回線を切断してから U セットします。 

(オンライン時） 

ATZ 囚 

N 0 CARRIER 
(オフライン時） 

ATZ 囚 

OK 

ATS 日二 < n > 

FOMA 端末び自動着信する 
までの呼出回数を設定しま 
す。 

n 二日 :自動着信なし（お買い上げ時） 

n 二1〜2日日：指定した1」ング数で自動着信 

ATS 0 二日图 

OK 

ATS 2 二 < n > 

エスケープキャラクタの設 
定を行います。 

n 二日〜127 (お買い上げ時 n 二 43) 

n 二127に設定ずるとエスケープは無効になりま 

す。 

ATS 2=43|+ J | 

OK 

ATS 2? 囚 

043 

OK 

ATS 3 二 < n > 

復帰 （ CR ) キャラクタの設 
定を行います。 

AT コマンド文字列の最後を認識ずるキャラクタ 
を定義します。エコーバックされたコマンド文字 
列とリヴルトコードの最後に付さます。設定値は 
変更でさません（お買い上げ時 n 二13)。 

ATS 3 二 13|+ J | 

OK 

ATS 3? 囚 
日13 

OK 

ATS 4 二 < n > 

巧巧 CLF ) キャラクタの設 
定を行います。 

英文で U ヴルトコードを表おする場合、に阿キャ 
ラクタの後に付さます。設定値は変更できません 
(お買い上げ時 n 二10)。 

ATS 4 二10叫 

OK 

ATS 4? 囚 

010 

OK 

ATS 5 二 < n > 

バックスぺース旧 S ) キャ 
ラクタの設定を巧います。 

AT コマンド入力中にこのキャラクタを検出ずる 
と、入カバッファの最後のキャラクタを削除しま 
す。設定値は変更でさません(お買い上げ時 n 二8)。 

ATS 日二8回 

OK 

ATS 日？囚 

008 

OK 

ATS 日二 < n > 

ダイヤルするまでのポース’ 
時間（秒）を設定します。 

本コマンドによりレジスタは設定されますび、動 
作しません。 

n 〜10 (お買い上げ時 n 二日） 

ATS 日二5图 

OK 

ATS 7 二 < n > 

接続完了までの待ち時間 
(秒）を設定します。※1 

n : 1-255 (お買い上げ時 n 二日日） 

64 K データ通信およびバケット通信の発呼時に、 

F 曰 MA 端末びバソコンから 「 ATD 」 入力をを信し 
てから設定した抄数び経過してを、 FOMA 端末び 
バソコンに " C 曰 NNECT " を送出で舌ない場合は、 
’NO CARRIER " の U ヴルトを返し、切酣処理へ移 
行します。値を「1引〜巧日」に設定した墙合、 " OK " 
の U ヴルトを返しますが、値は「12日」に設をされ 
ます。 

ATS 7 = 60|+ J | 

OK 

ATS 8 二 < n > 

カンマダイヤルずるまでの 
ポーズ時間（秒）を設定し 
まず。 

本コマンドによりレジスタは設をされますび、 
ポーズ時間 （3 秒）に影響しません。 
n = 日：ポーズしない 
n :1〜2日5 (お買い上げ時 n 二 3) 

ATS 8 二3囚 

OK 

ATSIO 二 < n > 

自動切断の遅延時間（秒） 
を設定します。 （1/1 日砂)※1 

本コマンドによりレジスタは設定されますび、動 
作しません。 

n :1〜2日日（お買い上げ時 n 二 1) 

ATS 1 日二1叫 

OK 
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#シャープ ATS 1 日4=日囚 

(施バーセント（お買い上げ時） 0 K 

&アンド 


ATS 104 = く n > S 4 K データ通信で、発サプ 
アドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定しま 
す。 


AT¥S 


現在設定されている各コマ 
ンドと S レジスタの内容を 
表71^します。 


AT ¥ S[«JI 


El Q 0 VI X 4 SC 1& D 2 
SSOSEl ¥ V 日 
3000=000 3002 = 043 


3003=013 
5005=008 
5007 = 060 
5010=001 
5103 = 001 
OK 


8004 = 010 
S 日 06=0 日 5 
S 日日 8 = 日日 3 
8030 = 000 
8104=001 


AT ¥ V < n > 


接続時の応答コード仕様を 
選択します。^1 


n =0 :拡張 U ヴルトコードを使用しない（お買い 
上げ時） 

n=l :拡張 U ザルトコードを使用する 


AT ¥ V 日囚 
OK 


•》 ] 
《•2 
《*3 


「国 コマンドで FOMA 端末に記録されます。 
r&F」「Z」 コマンドによる U セットは行われません。 

r & w 」 コマンドを使用する前に 「 z 」 コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変 
要内容は消去されます。 



AT コマンド 


概要 


パラメータ/説明 


コマンド芙打例 


S 4 K データ通信時、データ 
の送受信びなレ場合に切断 
するまでの時間（分）を設 
定します。 


n ： 0-255 (お買い上げ時 n = 日） 
ri = 日は不活動タイマオフ 


ATS 3 日= 3叫 
OK 


ATS 103 = < n > 


S 4 K データ通信で、着サプ 
アドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定しま 
す。 


n =0 
n 二 1 
n =2 


キアスタ U スク 
/スラッシュ（お買い上げ時） 

¥マークあるいはバックスラッシュ 


ATS 1 日3=日|一] 
OK 
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■ パケット通信 


値 

理由 

27 

APN びを在しなし'!か、もしくは正しくありません。 

30 

ネツトワークによって切断されました。 

33 

バケツ h 通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 巨 4 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びあ0ません。 

19 

相手側が呼出中のため通信びでさません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

已3 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効では 
ありません。 

65 

提供されてレなレ処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端ホに発信したか、ちしくは着信を受 
けました。 


数字 

表ち 

で字表ち 

理由 

10 

SIM not 

inserted 

FOMA カードがセツトされていません。 

15 

SIM 

wrong 

ドコモけ列の SIM (FOMA 力ードに相 
当ずるに力ード）び挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

バスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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■ コマンド名： +CGDCONT= [パラメータ] 

春概要 

パケット発信時の接続先 （APN) の設定を行い 
ます。 

春書式 

+CGD 巳 ONT 二 [< cid > [, "PPP"[,"< APN > 

"]]] 回 

•パラメータ説明 

<cid> : 1-10 
< APN > :任意 

※く cid >は、 FOMA 端末巧に登録するパケット 
通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜1日」び登録できます。お 
買い上げ時、1には m 叩 e 旧に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」 わく、3には mopera U に 
接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登録さ 
れています。 <APN> は接続先を示す接続ご 
との任意の义字列です。 

春実行例 

rabcj といラ APN 名を登録する場合のコマンド 
(< cid >二2の場合） 

AT+CGD 巳 ONT 二2, "PPP". "abc。 囚 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGDCONT= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGDCONT= < cid > 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGDCONT=? 

設定可能な値の U スト値を表おしまず。 

AT+CGDCONT? 

現在の設定値を表おします。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

春概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される曰 oS (サービス品質）を許容ずるかどラ 
かの判定基準値を登録します。 

春書式 

AT+ 巳 GE 曰 K/IIN 二 [< cid > [. . < Maximum 
bitrate UL > [，く Maximuin bitrate DL >]]] 

回 































•パラメータ説明 

< cid > :1〜 1 日 

< Maximum bitrate UL > 

:なし（お買い上げ時）または64 

< Maximum bitrate DL > 

:なし（お買い上げ時）または384 

《< cici > は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 ( APN ) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜10」び登録できます。お 
買い上げ時、1には mopera に接続するための 
APN 「 mopera . ne . jp 」 わく、3には mopera U に 
接続するための冉 PN 「 mopera . net 」 び登録さ 
れています 。 「Maximum bitrate UL 」 および 
「Maximum bitrate DLJ では、 FOMA 端末と 
基地局間の上りおよび下りの最低通信速度 
( kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」 
に設定した場合は、すべての速度を許容します 
び、 r 目4」および「384」を設定した場合、これ 
らの速度政下の接続は許容されないため、パ 
ケット通信び接続されない場をびありますので 
ご注意ください。 

• 実行例 

(1) 上りと下りでずべての速度を許容する場合 
のコマンド （< cid >二2の場合） 
/\ T + CGEQMIN =2[ i£l 
OK 

に）上り日 4 kbps 、 下り 384 kbps の速度のみ許容 
する場含のコマンド （< cid >二3の場台） 

冉 T + C 日 E 日 MIN 二3，，64,384回 
0 K 

(3) 上り64 kbps 、 下りすベての速度のみ許容す 
る場台のコマンド （< cid >二4の場を） 

AT + C 日 E 日 VIIN 二4。64叫 
0 K 

(4) 上りすベての速度、下り384 kbps 速度のみ許 
容する場をのコマンド （< cid 〉 二日の場合） 
AT + C 日 E 日剛二日。,384 ^1 

0 K 

• パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGEQMIN= 

すべての< cid >の設定をク U アしまず。 

AT+CGEQMIN=<cid> 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 

す。 

AT+CGEQMIN=? 

設定可能な値の U ストを表示します。 

AT+CGEQMIN? 

現在の設定を表示します。 


•パラメータ説明 

上り日4 kbps 、 下り384 kbps の速度で接続を要ホ 
するコマンドのみ設定でをます。各 cid にはその 
内容びお買い上げ時に設定されています。 

< cid > :1〜 1 日 

※く cid >は、 FOMA 端末阿こ登録するパケット 
通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
F 日 MA 端末では「1〜1日」び登録できまず。お 
買い上げ時、 1 には mope 旧に接続するための 
APN 「 mopera . ne . jp 」 わ'く、3には mopera U に 
接続するための冉 PN 「171叩 era . net 」 び登録さ 
れています。 

• 実行例 

(く cid >二2の攝合） 

AT + CGEQREQ 二2囚 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGEQREQ=<cid> 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGEQREQ=? 

設定可能な値の U スト値を表おしまず。 

AT+CGEQREQ? 

現在の設定を表示しまず。 


■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 


春概要 

パケット通信時の発信時にネットワークへ要ホ 
する日 oS (サービス品質）を設定します。 

春書式 

AT + CGE 曰 REQ 二 [< cid >] 囚 
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. ぉ ] =r 

■ ij ザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正南に実行しました。 

1 

CONNECT 

巧手と接続しました。 

2 

阿 N 白 

着信び来ています。 

3 

N 0 CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでをません。 

1 

BUSY 

話中音の検出中でず。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネッ ト ワークび規制中です（通信ネッ ト ワークが混雑していまず。 
しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末ーパソコン間を速度 12 日 0 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末ーパソコン間を速度24日 0 bps で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOM 冉端末ーパソコン間を速度48日 0 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOM 冉端末ーパソコン間を速度72日 0 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末ーパソコン間を速度9目日 0 bps で接続しました。 

15 

CONNECT 14400 

FOM 冉端末ーパソコン間を速度1440日 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末ーパソコン間を速度1920日 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOM 冉端末ーパソコン間を速度3840日 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 57600 

FOMA 端末ーパソコン間を速度日760日 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 115200 

FOMA 端末ーパソコン間を速度11日 SOObps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末ーパソコン間を速度の日 400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末ーパソコン間を速度4日日 SOObps で接続しました。 


お知6せ 

•「 ATV 」 コマンドび n 二 1 に設定されている攝をには英文字表記（お買い上げ時）、 n 二日に設定されている 
場合には数字表記で U ヴルトコードび表示されまず。 - P 29 
• 従来の RS - 232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表おはしますび、 FOMA 端末ーパ 
ソコン間は US 日ケープルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 
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■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続（己 C 二 UDI 、+ C 巨 ST 二116,1，0) 

5 

PACKET 

PACKET で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0び設定されているとさ 

rAT ¥ V 」 コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に" CONNECT " のみの表示となります。 

艾字表お例 ： ATD * 日 9* * *3# 

CONNECT 

数字表お例 ： ATD * 日 9* * *3# 

1 

ATX 1が設定されているとさ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合（お買い上げ時） 

接続完了のとをに、 " C 日 NNECT < FOMA 端末ーパソコン間の速度>"の書式で表示します。 

艾字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例： ATD *9 目***3# 

1 21 

• ATXl 、 AT ¥ V 1 び設定されている場を 
接続完了のとをに、：欠の書式で表おします。 

"CONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度><通信プ〇トコル><接続先 APN >/く上0方向 
(ド01\/1冉端末一無線基地局閨)の最高速度>/く下り方向(ド01\/1冉端末^無線基地局間)の最高速度>"&2 
文字表お例 ： ATD * 9目*** 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /64 /384 

Cm 叩 era . net に、上り最大 64 kbps 、 下り最大 384 kbps で接続したことを表しまず。） 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 215 

:冉 TX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくでをないことびあります。 
AT ¥ V 0 だけでのご利用をおずすめします。 

《2 : AT ¥ V 1 び設定されている場合、く接続先 APN > LU 降は PACKET で接続している場合のみ表示 
されまず。 
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